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１．はじめに 

 前報その 1 に引き続き、本報では木質耐火構造の貫通

部の実施工を考慮し、躯体と貫通部材との隙間やその隙

間の充填処理方法について検討するために耐火試験を実

施し、耐火性能を検証した結果を報告する。 

 

２．試験体 

中空層を有する木質耐火構造の壁および床に貫通部材

を設けた仕様においては、熱的に壁仕様の方が不利であ

る事が確認されているため、試験体には中空層を有する

木質耐火構造の壁仕様を代表させた。躯体を貫通させる

鋼製スリーブは管径が大きい方が熱的に不利であること

が確認されているため、φ200 ㎜の鋼製スリーブで代表

させた。鋼製スリーブの外径は 216.3 ㎜（厚さ 4.5 ㎜）

材質は STK41（2種）一般構造用炭素鋼鋼管とした。 

試験体の仕様を表 1に、試験体の概要を図 1 に示す。 

 

表 1.試験体仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実験方法 

 実験は独立行政法人建築研究所内の水平炉を使用し、

ISO834 の標準加熱温度曲線に従って 1 時間の加熱を行

った。また、炉内温度の変化に伴う鋼製スリーブ温度、

木下地材の温度の推移を確認する為、加熱終了後 3 時

間、試験体を加熱炉に設置したままの状態で保持した。

加熱開始から 4 時間後に脱炉し、試験体中空層の木材

や構造用合板の炭化状況を確認したので木材への延焼状

況などについて分析を行った。 

 

４．結果 

 試験体内部の観察記録を表 2 に示す。試験体の加熱後

の状況を写真 1～写真 3にそれぞれ示す。 

 

表 2.試験体内部の観察記録 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 1.試験体の概要 

1 ○ ○

2 × ○

3 ○ ○ 記号

4 △ ○ ○：変化なし

5 △ ○ △：変色あり

6 × ○ ×：炭化あり

試験体中空層の加熱側

構造用合板の小口
下張せっこうﾎﾞｰﾄﾞ裏面
（合板に接する面）

試
験
体

ｸﾘｱﾗﾝｽ充填材

鋼製ｽﾘｰﾌﾞ被覆材

鋼製ｽﾘｰﾌﾞ(呼び径φ200）

ﾘﾝｸﾞ裏断熱材

リング

構造用合板9㎜

杉材(45㎜×105㎜） 中空層

被覆材厚さ

ｸﾘｱﾗﾝｽ(20㎜)ｸﾘｱﾗﾝｽ(0㎜ )

厚さ21㎜2枚張
強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

非加熱側

加熱側

1

けい酸ｶﾙｼｳﾑ保温筒
厚さ30㎜、

密度160kg/m3

標準リング
厚さ1.6㎜
幅30+20=50㎜

2

ﾛｯｸｳｰﾙ保温筒
厚さ50㎜、

密度80kg/m3

標準リング
厚さ1.6㎜
幅50+20=70㎜

3

石膏系保温筒
厚さ30㎜、

密度770kg/m3

4

ｾﾗﾐｯｸﾌｧｲﾊﾞｰﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ
厚さ25㎜、

密度96kg/m3

5
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系
JIS A 5758

6
ｼﾘｺ-ﾝ系
JIS A 5758

幅広リング※2

厚さ1.6㎜
幅30+40=70㎜

※1：標準ﾘﾝｸﾞの幅は被覆材厚さ+20㎜
※1：幅広ﾘﾝｸﾞの幅は被覆材厚さ+40㎜

ﾛｯｸｳｰﾙ
厚さ55㎜、
密度80kg/m3

標準リング
厚さ1.6㎜
幅30+20=50㎜

試
験
体

鋼製ｽﾘｰﾌﾞの被覆材
隙間充填処理
用ｼｰﾘﾝｸﾞ材

リング ※1

(鋼製ｽﾘｰﾌﾞ固
定用ﾘﾝｸﾞ)

ﾘﾝｸﾞ裏断熱材

ｼﾘｺ-ﾝ系
JIS A 5758

ﾛｯｸｳｰﾙ
厚さ55㎜、

密度80kg/m3

けい酸ｶﾙｼｳﾑ保温筒
厚さ30㎜、

密度160kg/m3

被覆材 強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ21㎜2枚張り

構造用合板 9㎜（針葉樹合板特2級）
木下地 杉材（45㎜×105㎜）

木質耐火構造の構成材
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 試験体 1 は下張せっこうボード裏面および構造用合板

小口にも変色や炭化は認められなかった事から、けい酸

カルシウム保温筒は実施工を考慮したクリアランスを設

けた状態でも、隙間充填処理等を行う事により試験体内

部に流入する熱を抑制する事が出来るものと判断される。 

試験体 2 は下張せっこうボード裏面に変色は認められ

なかったが、構造用合板小口に炭化が認められた。この

原因についてはロックウール保温筒は鋼製スリーブの被

覆材としては耐火性能が十分でないものと判断される。 

試験体 3 は下張せっこうボード裏面および構造用合板

小口に変色や炭化は認められなかった事から、石膏系保

温筒は実施工を考慮したクリアランスを設けた状態でも、

隙間充填処理等を行う事により試験体内部に流入する熱

を抑制する事が出来るものと判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験体 4 は下張せっこうボード裏面に変化は認められ

なかったが、構造用合板小口に変色が認められた。この

原因についてはセラミックファイバーブランケットをリ

ング裏断熱材に使用した場合、ロックウール断熱材に比

べリングが大きく変形していたことが確認されており、

この変形により熱の流入を完全に抑制する事が出来なか

ったものと考える。 

 試験体 5 は下張せっこうボード裏面に変化は見られな

かったが、構造用合板小口に変色が認められた。この原

因については隙間充填材に使用するシーリング材はポリ

ウレタン系では熱の流入を完全に抑制する事が出来なか

ったものと考える。 

試験体 6 は下張せっこうボード裏面に変化は認められ

なかったが、構造用合板小口に炭化が認められた。この

原因については幅広リングを使用した場合、標準リング

に比べ変形が大きく、この変形により生じた隙間から熱

が流入したものと判断される。 

  

５．まとめ 

 今回の加熱による試験体内部の状況から、試験体 1 の

けい酸カルシウム保温筒仕様と試験体 3 の石膏系保温筒

仕様については、実施工を考慮したクリアランスを設け

た状態でも、今回実施したシリコーン系シーリング材に

よる隙間充填処理や標準リングおよびリング裏断熱材に

ロックウールを使用することで、試験体内部に流入する

熱を抑制する事が確認出来た。 

よって、今回の実験により、木質耐火構造の区画貫通

部の区画貫通処理仕様が確立出来たものと考える。 

また、今回は熱的に不利と判断される中空層を有

する壁仕様で実施していることから、中空層を有する

床仕様においても同様に確立出来たものと考える。 
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写真 3.中空層の状況 

写真 2.加熱側構造用合板の状況 

写真 1.加熱面の状況 

(a)試験体 1 

(a)試験体 1 

(a)試験体 1 

(b)試験体 2 

(b)試験体 2 

(b)試験体 2 
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